植民地期朝鮮における農民層分解　一一統計的検討を中心に一一 by 河合 和男

























(1) 詳しくは，綿谷組夫「資本主義の発展と農民の階層分化J (東畑精一・宇野弘蔵編 r日本資本主義と農業』



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 位を占め，全体の27%から 28%台という高い比率を維持している。次いで多いのが大麦で，
14%台を終始維持している。第 3 位と第 4 位を占めているのが大豆と大麦で，それぞれ総作付
面積の12.9 -14.2%, 12.9-14. 1 %となっている。第 2 位から第 4 位までの作物の占める
比率にはそれほどの差はない。以下，比率は小さくなるが，小麦(5. 2 -6. 4 % ) ，小豆 (3.7








(7. 1 -11.0 % ) ，大豆(5. 9 -9. 3 % ) ，粟(5. 5 -8. 4 % ) ，小麦(2. 1 -4. 4 % ) ，棉(1.2 
-3.9%) ，小豆(1.5-2. 7%) などがその他の主要作物であるが，第 2 位の大麦でさえ生













部で n として，その生産額(作付面積)がそれぞれ α1 ， α2， α3，…・・・， αn ， 総生産額(総作
付面積)を Sn (Sn= α1+αz十α3+……+αn) とすると，多様度指数は，
侍J+倒z+働z++倒2 となる。したがって，農業生産部門の数と
それらの重要度とによって，多様度指数には大きな差が生じ，完全に 1 つの作物だけを生産し




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1918 6.7663 3.4748 
1919 6.8599 3.1402 
1920 6.8719 3.3434 
1921 6.9996 3.5344 
1922 6.9587 3.3226 
1923 7.0087 3.4918 
1924 6.9687 3.6252 
1925 7.0309 3.4793 
1926 7.1285 3.2758 
1927 7.1454 3.4010 
1928 7.4381 4.0456 
1929 7.1750 3.9935 
1930 7.1591 3.6504 
1931 7 .2856 3.2434 
1932 7.3596 3.6510 
1933 7.3467 3.4921 







は 219 万町歩で，火田(焼畑のこと) 15.4万町歩を除く耕地面積 434.2 万町歩の50.4%を占め
ている。そのうち沓(水田の乙と)の小作地面積と小作地率は99.8万町歩， 64.6%で，また田
(畑のこと)の場合はそれぞれ 119.1 万町歩， 42.6%であった。日本の場合，小作地率は20年
(5) 朝鮮では米を中心に日本へのモノ・エクスポート化が著しく進展している。例えば，米の生産額のうちで輸
移出額が占める比率は1915-17年平均の14.9%， 20-22年平均の20.0%から， 25-27年平均の35.9% ， 30-32 
年平均の42.3%へと急速に高まり，またそのほとんど (99.8%) が日本への移出によって占められている。さ
らに，総輸移出額l乙占める米のウエイトもそれぞれ36. 9% , 42. 1 %から52.4% ， 46.9%へと高くなっている。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時点で全耕地で46.3%，田で51. 7%，畑で;40.8%で、あっ fiY このことから，朝鮮は日本 l乙比べ
て地主的土地所有が一段と進展していたといえるであろう。
(2) 沓についてみると，耕地面積は1922年以降一貫して増大している。そのうち，自作地は


















(1) 地主甲(不耕作地主)は1920年を例外として終始一貫して増大している。とりわけ， 30 
年代に入ってからの増大は著しい。また，地主乙(耕作地主)は27年までは増大しているが，
それ以降は減少に転じている。乙の乙とは， 20年代後半以降になると手作地主から不耕作地主
への推転がみられるということを意味している。なお，表 4 と合わせて検討すると， 18年には
全農家の 3.1 %を占めるにすぎない地主層が全耕地の50.4% (沓64.6%，田42.6%) を所有し，




(3) 自小作農は，戸数では1919年， 27年， 30年，比率では27年を例外として減少傾向を示し
ている。特に， 32年の減少は際立つている。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































次I乙，表 6 で農家 1 戸当たり耕地面積の推移をみてみよう。乙の表は耕地面積を農家戸数で
表 6 農家 1 戸当たりの耕地面積 (単位;町歩)
年 沓 田 計自作地 小作地 計 自作地 小作地 計 自作地 小作地 計
1918 0.207 0.379 0.586 0.609 0.452 1.061 0.816 0.830 1. 647 
1919 0.207 0.376 0.583 0.605 0.445 1. 050 0.812 0.821 1. 633 
1920 0.204 0.367 0.571 0.583 0.444 1. 027 o. 786 0.811 1. 598 
1921 0.207 0.365 0.572 0.590 0.440 1. 029 o. 796 0.805 1. 601 
1922 0.205 0.369 0.573 0.587 0.441 1. 029 o. 792 0.810 1. 602 
1923 0.205 0.372 0.577 0.592 0.440 1. 032 o. 797 0.812 1. 609 
1924 0.204 0.375 0.579 0.593 0.438 1. 031 o. 797 0.812 1. 609 
1925 0.201 0.373 0.574 0.588 0.435 1. 023 o. 789 0.807 1. 597 
1926 0.204 0.380 0.583 0.596 0.444 1. 039 o. 799 0.823 1. 623 
1927 0.203 0.378 0.581 0.547 0.479 1. 025 o. 750 0.856 1. 606 
1928 0.200 0.382 0.582 0.533 0.484 1. 017 o. 734 0.866 1. 600 
1929 0.198 0.385 0.583 0.516 0.493 1. 009 o. 714 0.878 1. 592 
1930 0.193 0.382 0.575 0.500 0.486 0.986 0.693 0.868 1.561 
1931 0.190 0.388 0.578 0.491 0.487 0.978 0.681 0.875 1. 556 


















大， 30年以降は再び減少するという動きを示す。しかも， 26年から 29年までの増加も自作地の
減少分を補うほどではなく，全体的には減少傾向にある。






5 反以下層に次いで多いのは 2 町歩以上層である。これはより実証的に検討しなければ断定で
きないが， 1938年時点ではすでに地主乙が自作農に編入されていることにもよるものと思われ
表 7 各農家階層の耕作規模別構成比 (1938年)
5 反以下 5 反-1 町 1 町-2 町 2 町以上 計
自 作農 30.1 21. 1 21.1 27.9 100.0 
自小作農 34.9 25.6 22.2 17.5 100.0 
小作農 43.3 25.8 18.0 12.9 100. 。
計 38.4 24.9 19. 7 17.0 100.0 
資料) 崖在錫『韓国農村社会研究.!l (伊必亜人，嶋陸奥彦訳，学生社， 1979年) 353ページ。
ただし，原資料は『朝鮮総督府調査月報』第 9 巻第11号， 1938年11月。
る) ，いずれも耕作規模 5 反以下層が最大の比率を占めている。
(2) 各農民階層とも 1 町歩未満の農家が過半を占めている。自作農で51. 2%，自小作農で60
.5%，小作農では69.1% となっており，全体でも 63.3%にも達している。これは，表 6 と同じ
方法によって得られる自作農，自小作農，小作農を合わせた1938年時点の l 戸当たりの平均耕







































表 8 地帯別耕種組織 (単位 ;100町，%) 1934年-36年平均
有官 イ乍 麦 類 旦 類 雑穀類 特用作物 根菜類その他
面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率
全羅南道 1, 984 32.1 1, 804 29.2 332 5.4 509 8.2 582 8.4 975 15.7 
全羅北道 1, 693 47.8 873 24. 7 428 12.0 116 3.1 434 12.3 
沓
作 慶尚南道 1, 744 37.0 1, 806 38.3 334 7.1 310 6.6 522 11. 0 
土也
帯
慶尚北道 1, 892 29.6 2, 484 38.8 899 14.1 446 7.0 255 4.0 408 6.5 
忠清南道 1, 606 50.2 781 24.4 438 13.7 140 4.4 133 7.3 
京畿道 1, 985 40.2 1, 184 24.0 1, 030 21. 0 404 8.2 80 1.6 243 5.0 
沓・田 忠清北道 696 
29.3 843 35.4 394 16.5 166 7.0 159 6.7 131 5. 1 
混清 江原道 881 20.6 724 16.9 977 22.9 1, 362 31. 8 340 7.8 
地帯 黄海道 1, 338 19.0 1, 461 20.7 1, 740 24.1 2, 108 30.0 218 3. 1 180 2.5 
平安南道 856 17.8 683 14.1 989 20.6 1, 840 38.2 273 5.7 184 3. 7 
田
f乍 平安北道 932 19.4 55 1.1 1, 116 23.2 2, 320 48.3 146 3.1 137 4.9 
地 戚鏡南道 590 11. 8 452 9.1 939 18.8 2, 298 46.3 700 14.0 
帯
戚鏡北道 169 6.5 467 17.9 761 29.2 1, 002 38.3 212 8.1 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全羅南道の場合(表10) ，農家戸数は1918年から3辞I乙かけて約 5万 1 千戸増大し，朝鮮全
体に占めるウエイトも 12.1%から 12.7%へと上昇している。 18年時点において自小作農は45.1










京畿道の場合(表11) ，農家戸数は 19年以降減少し (19年から 32年にかけて 7 千戸以上の減











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作農への上昇が基本線となっている点である。すなわち， 23年から 27年にかけて自小作農は 6





江原道の場合(表13) ，農家戸数は 18年から 32年にかけて 3万 6 千戸以上増加し，朝鮮全農
家戸数に占めるシェアも 7.1 %から 7.7%に上昇している。農家階級構成については， 18年時
点で自作農，自小作農，小作農はともに32%前後を占めており，朝鮮全体と対比して自作農の
ウエイトが高い。このうち自小作農は19年に農家戸数の39.8%を占め，前年よりも一挙に 6.9

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4) 農家階層別の 1 戸当たりの経営面積
最後に農家階層別の 1 戸当たりの耕作面積についてみると(表21) ，朝鮮全体では33年時点
で平均が1.59町歩であるが，自作農(地主乙を含む)が1.90町歩，自小作農が2.56町歩(うち
自作地1.25町歩，小作地1.31町歩) ，小作農1.04町歩となっている。自作農(地主乙を含む)



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月報』別冊， 1957年 3 月)， r満州」への移動については松村高夫「日本帝国主義下における r満州』への移動
についてJ (11三田学会雑誌』第63巻第 6 号， 1970年 6 月)などを参照されたい。
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